
資料５－１ 
平成３０年度第２回屋久島世界遺産地域科学委員会ヤクシカ・ワーキング 
グループ及び特定鳥獣保護管理検討委員会合同会議について 

 

１ 合同会議について 
世界遺産地域における個体数管理等を含む全島を対象とした統合的なヤクシカ管

理計画や被害対策等を検討するために、ヤクシカ・ワーキンググループと特定鳥獣

保護管理検討委員会による合同会議を開催した。 
 
２ 検討委員 

○ヤクシカ･ワーキンググループ 
  【科学委員会委員】５名 
      矢原 徹一    九州大学大学院理学研究院教授 
     小泉 透     森林総合研究所多摩森林科学園研究専門員  
      荒田 洋一   樹木医（屋久島在住） 
      湯本 貴和   京都大学霊長類研究所教授 
      松田 裕之     横浜国立大学大学院環境情報研究院教授 
   【特別委員】４名 
      手塚 賢至     ヤクタネゴヨウ調査隊代表 (重複) 
     鈴木 正嗣     岐阜大学応用生物科学部教授 
      濱﨑 伸一郎  (株)野生動物保護管理事務所代表取締役 
      杉浦 秀樹      京都大学野生動物研究センター准教授 
 

  ○特定鳥獣保護管理検討委員会 
  【学識経験者】１名 
   船越 公威   鹿児島国際大学教授 
  【自然保護団体】１名 
   手塚 賢至   ヤクタネゴヨウ調査隊代表 
  【関係機関】４名 
   笠井 林    上屋久猟友会長 
    小脇 清保   屋久町猟友会長 
   岩川 原造   種子屋久農業協同組合屋久島統括理事 
   牧 実寛    屋久島森林組合代表理事組合長 
 
３ 合同会議検討事項 
 （１）ヤクシカの生息状況等について 
 （２）平成３０年度及び平成３１年度の取組について 
 （３）森林生態系の管理目標について 

※議事概要については別添のとおり 


